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議題1



 

 

 
佐賀県漁業調整規則の一部改正理由及び改正内容 

 
第１ 改正理由 
１ 漁業法及び特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律の一部を改正する法律の 

施行に伴う所要の改正 
 漁業法及び特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律の一部を改正する法律（令和

６年法律第 66号）が令和６年６月 26 日に公布され、このうち、漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）

第 52 条に１項を加える改正規定は令和６年７月 16日に施行された。 

 当該改正規定の内容は、水産資源の持続的な利用を確保するため、衛星船位測定送信機等の備

付け及び操業期間中等の当該電子機器等の常時作動を命じられた者は、通信の妨害その他当該命

令に係る電子機器の機能を損なう行為をしてはならないこと等を新たに規定するものである。 

 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第 63 号。以下「規則」という。）の当該改正につい

ては、漁業法に規定されている条項であるが、一連の手続や規制の内容について、漁業者等が適

切に理解できるよう確認的に記載するものである。なお、罰則については、規則ではなく漁業法

第 195 条第３号で規定されている。 

 
２ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正 

刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第 67 号）が令和４年６月 17 日に公布され、令和

７年６月１日から施行される。 

改正の内容は、刑事施設における受刑者の処遇及び執行猶予制度等のより一層の充実を図るた

め、懲役及び禁錮を廃止して、拘禁刑を創設等するものである。 

このうち拘禁刑の創設については、規則において手当てが必要となることから、関係条文を改

正する。 

  

３ 文言の適正化 

両罰規定の対象となる規定（規則第 58 条及び第 59 条）について、自然人を対象とすることを

明確化する。 

 

第２ 改正内容 

１ 漁業法及び特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律の一部を改正する法律の 

施行に伴う所要の改正 

 規則第 50 条に次の１項を加える。 

２ 前項の規定による命令を受けた者は、通信の妨害その他の当該命令に係る電子機器の機能

を損なう行為をしてはならない。 

 

２ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正 

規則第 58 条第１項中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 
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３ 文言の適正化 

 規則第 58 条第１項中「者は」を「場合には、当該違反行為をした者は」に、同項各号中「者」

を「とき。」に改め、第 59 条中「者」を「ときは、当該違反行為をした者」に改める。 

 

第３ 漁業調整上及び水産資源保護培養上の支障 

 本改正については形式的な改正であり、規則の内容について変更が生じるものではない。 

なお、令和●年●月●日に●●県海区漁業調整委員会、令和●年●月●日に●●県内水面漁場

管理委員会を開催し、本改正について諮問したところ、異議がない旨の答申を受けた。 

 以上のことから、漁業調整上及び水産資源保護培養上の支障はないものと判断している。 

 

第４ 施行期日 

公布の日から施行する。ただし、第 58 条第１項の改正規定（「懲役」を「拘禁刑」に改める部

分に限る。）は、令和７年６月１日から施行する。 

 

第５ 経過措置 

第４のただし書に係る改正規定の施行前にした行為の処罰については、なお従前の例による。 
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県
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令
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損
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。
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。
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６
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す
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佐 賀 県 漁 業 調 整 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

令 和  年  月  日  

 

佐 賀 県 知 事  山 口  祥 義  

 

佐 賀 県 規 則 第  号  

 

佐 賀 県 漁 業 調 整 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 

佐 賀 県 漁 業 調 整 規 則 （ 令 和 ２ 年 佐 賀 県 規 則 第 63号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

 

第 50条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 者 は 、 通 信 の 妨 害 そ の 他 の 当

該 命 令 に 係 る 電 子 機 器 の 機 能 を 損 な う 行 為 を し て は な ら な い 。  

第 58条 第 １ 項 中 「 者 は 」 を 「 場 合 に は 、 当 該 違 反 行 為 を し た 者

は 」 に 、 「 懲 役 」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め 、 同 項 各 号 中 「 者 」 を 「 と

き 。 」 に 改 め る 。  

第 59条 中 「 者 」 を 「 と き は 、 当 該 違 反 行 為 を し た 者 」 に 改 め

る 。  

附  則  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 58条 第 １ 項

の 改 正 規 定 （ 「 懲 役 」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ）

は 、 令 和 ７ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

２  前 項 た だ し 書 に 係 る 改 正 規 定 の 施 行 前 に し た 行 為 の 処 罰 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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張
網
新
規
許
可
に
向
け
た
調
整
結
果
に
つ
い
て

❏
背
景

・張
網
新
規
許
可
の
要
望
あ
り
（
令
和
6
年
６
月
，来
庁
相
談
）

・漁
業
調
整
上
問
題
な
い
場
合
は
新
規
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
（
7
月
内
水
面
漁
管
委
）

❏
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
概
要
（
8
月
実
施
）

・嬉
野
市
役
所
と
し
て
は
、市
民
に
対
し
て
で
あ
れ
ば
新
規
許
可
を
出
し
て
良
い
と
考
え
る

・現
許
可
者
の
2
名
（
A
，B
氏
）
と
し
て
は
、新
規
許
可
希
望
者
が
複
数
名
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
（
今
回
の
相
談
者
を
含
め
４
名
程
度
）
調
整
が
難
し
い
の
で
は
（
A
氏
）
、操
業
ル
ー
ル

を
守
る
の
で
あ
れ
ば
新
規
を
認
め
て
良
い
の
で
は
（
B
氏
）

❐
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
受
け
て
の
県
の
対
応

・新
規
許
可
希
望
者
が
多
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、今
回
要
望
の
あ
っ
た
者
の
み
を
新

規
で
許
可
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、R
６
年
度
中
の
調
整
は
困
難
と
判
断

❐
今
後
に
つ
い
て

・関
係
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、引
き
続
き
、新
規
許
可
に
か
か
る
調
整
を
行
う
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